
目指す学校像(ミッション) 進路実現に必要な学力や知識、厳しい社会を生き抜く資質や能力を身につけさせる

 １　AI 時代に生き抜く力を育てる 評価 達成度

 ２　「主体的・対話的・深い学び」への教育基軸のパラダイムシフトの実施 Ａ ほぼ達成(８割以上)

 ３　挨拶や礼儀をはじめとする基本的生活習慣と思いやりの心を育む Ｂ 概ね達成(６割以上)

 ４　一人ひとりの生徒に高い志(夢)を持たせ高い学力や教養を身につけさせる Ｃ 改善の兆し(４割以上)

 ５　より快適な教育環境づくりを推進する Ｄ 不十分(４割未満)

 ６　募集定員確保及び質の高い生徒の獲得を目指す

 ７　健全なる学校運営を行う

学  校  関  係  者  評  価

実施日：令和 ２年 ２月 ２９日

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 評価指標 経過・達成状況 次年度の課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

・論理的なディベートやプレゼン ・日本語で表現できる能力を高める為に ・各検定の合格者数 ・英語検定は２級に３名、準２級に１７名、３ ・３年間で個々の目標とする級 ・英語検定受験は入試に役立つのはも

テーションが充分にできる能力を身 　対策授業を実施して日本語検定を全 ・外部模擬試験の結果確認 　級に６４名合格した    に一人でも多く到達するように 　ちろんだが、しっかりとした英語力を身

につけさせることを全校をあげて取 　員で受検 ・今未来手帳の確認 　３年生の３級以上取得率は５３％であり、    指導を徹底する 　に付ける教育は生徒の将来につなが

り組む ・英語力を高める為に対策授業を実施し 　全校生徒の英検級取得率は７１％であっ　 ・検定対策の授業を一層充実さ 　る。今後も継続してお願いしたい

　て英語検定を全員で受検 　た   せる ・次年度の課題として「生徒とのコミュニ

・しっかりとした自己表現を身につ ・毎週漢字・英単語テストを実施 ・ポートフォリオの作成を通して、言葉の大 ・生徒の積極的な意見や考えを 　ケーションを大切に」を加えて欲しい

けている生徒が少ない ・授業での積極的な発言を促す指導 　切さを意識させるとともに文章の組み立て 　促す機会を多く設定していく ・目標とする級に一人でも多く到達でき

・ポートフォリオ(今未来手帳)の作成を 　が徐々にではあるが、できるようになって 　る指導を一丸となり、取得率を８０％

　通して、論理的に文章を組立てる 　来た。 　以上を望む

特別選抜コース ・新学習指導要領対応の授業の見直し ・家庭での自学時間が増加した ・夏季休業中に全員参加型の教員研修会 ・新入生に対して早い時期に入 ・「科学ふしぎ調べ隊」の活動を通して

特別進学コースⅠ ・全教員参加型の教員研修会を実施し、 　かアンケート調査で確認 　を実施し、新学習指導要領への対応準備 　学後の準備を行わせて不安を 　オープンスクールでのプレゼンは、在

特別進学コースⅡ  資質向上に努める ・教員が授業力向上に努めて 　や大学共通テストの分析・研究を行った 　払拭する 　校生の経験に大いにプラスになるの

進学コース ・模擬授業(研究授業)の実施 　いるか教員自己評価シートを ・各教科で授業法の研究が行われ、教員研 ・授業力向上に向けての教科研 　で継続して欲しい

それぞれのコースに適した授業法 ・教科毎の研究・研修会の実施 　実施 　修会で能動的学習の実践例として模擬授 　究会を継続的に行う ・学習支援センターの開設は、今後も生

を開発して授業力を向上させる ・コース制の充実と授業時数確保 ・生徒が授業に満足しているか 　業を体験した ・対話型授業、協調学習等の 　徒のために継続して欲しい

・入学予定者の学習指導の充実 　ＣＳ度チェックシートの実施 ・入学手続き後に宿題を課して継続的な学 　アクティブ・ラーニングを活用 ・全員参加型の教員研修会は高く評価

　入学手続き後中学総復習の課題を配付 ・各コース毎のデータを基に伸長 　習を促した。 　した生徒参加型の授業研究を 　できる。今後は校外の研修に順次参

　確認用の到達度テストを実施 　状況を確認 ・４月１２日実施のスタディサポートに向けて 　継続して行う 　加してはどうか

　再度モレ、ヌケの確認課題を配付 ・外部施設での調べ学習の成果 　宿題を配付し、学習の習慣化を課した ・ ＩＣＴ教具の活用方法の研究を ・ICT教具は将来を見据えて活用準備を

　入学後確認テストを実施 　をオープンスクールで研究発表 ・「科学ふしぎ調べ隊」の活動として、筑波宇 　各教科で継続して行う 　お願いしたい。生徒はスマホ世代だか

・家庭学習時間の確保 　を行う 　宙センターで調べ学習を行い、オープンス ・知的好奇心を育てる企画を立 　ら直ぐに活用できると思う

  学習支援センターの活用 　クールでプレゼンテーションを行った 　案する

　隙間時間の活用(１日２時間を推奨) ・家庭学習時間の確保として隙間時間の利 ・学習支援センターの活用による

  ラーニングシステムの活用 　用の一つとして学習支援センターを開設し 　学習習慣の定着化を実現させ

　スタディサプリの利用 　て利用の呼びかけをしている 　ていく

・朝食を摂らせる食育指導

・能動的授業の推進

　アクティブラーニングの実践

・「感動」、「知的好奇心」を与える指導

・科学的視野を広げ論理的な思考を育

　てるために校外施設の活用

・ＩＣＴ教育の研究

・公開授業(保護者・受験生対象)の実施

・純粋(Purity)、礼儀(Propriety)、時間厳守 ・生徒および保護者が生活習 ・ホームルームや学年集会等で、基本的な  ・人権教育を一過性にせず継続 ・埼玉平成高校の生徒が以前に比べ

　(Punctuality)の３P主義を生徒指導の   慣の確立及び向上を実感で 　生活習慣や人権についての指導を行った    的に指導を行う 　て挨拶をできる生徒が少なくなって

　柱として指導 　きたか ・SNSによる諸問題発生予防として外部より  ・挨拶は教員自らが積極的に行 　いるように感じる。教員から挨拶をし

・思いやりの心を育成 ・教師と生徒と保護者の信頼 　講師を招き、全体への指導を徹底した    い、お手本となる 　て見本となって欲しい

・失敗から学ぶ姿勢の育成    関係が築けているか ・挨拶の励行に関して改善すべき点がある  ・SNSに関する諸問題が大きな ・企業に例えるならば、上司と部下のコ

・言葉遣いやマナー指導の徹底 ・学校に寄せられる苦情への ・教育相談への評価が向上しているとアン 　 問題に発展しないよう日頃から 　ミュニケーションが良くなることで信頼

・個々が主役となれる場の設定    対応 　ケート結果が出た 　 の指導を徹底する 　関係が生まれ業績が伸びる。これは

・公共交通機関・公共の場でのマナー向上  ・安全教室を通して、通学時の 　学校の教員と生徒の関係も同じだと

・教育相談の充実 　交通事故０件を実現する 　考える

・心理カウンセリングの有効利用

・１年次より第１進路希望実現への ・昨年度の進路実績を上回る数  ・センター入試利用者が １３６ 名であった ・模擬試験はコースの特性に合 ・入試改革の大学共通テストが不透明で

　意識づけ 　字か   得点を基に進路指導を行った 　わせたものを実施し、事後指 　ある。不安な保護者・生徒への対応を

・国公立・私立難関大学希望者を増やす ・補習や補講が充実したか  ・模擬テストの結果を分析して、きめ細かな    導を一層充実させる 　丁寧に願いしたい

・安易な学校選びをさせない指導 ・進路希望調査で難関大学への 　指導に役立てた ・サマーセミナーやセンター合 ・年内合格決定後の中弛みには補講の

・補習・補講の充実 　希望者が増加したか ・入試改革に備え、１年生より随時ポートフォ 　宿での成果を検証し、より効果 　充実や学習支援センター利用を多少

・学習支援センターの有効活用 　リオの導入を行っている    の高い手法を確立する 　強制的でも進めて欲しい

・個票を活用してきめの細かい指導 ・保護者対象の都内大学見学ツアーを企画 ・保護者参加型の進路の日を企 ・保護者を巻き込んだ進路活動で大学

・進路指導室からの情報発信の拡充 　して実施した 　画する 　見学ツアー等は、今後メール配信を

・各ガイダンスや講演会から進路目標 ・通年補講や補習の拡充を図った 　活用することで参加者が増えることに

　実現に向けての徹底指導 ・サマーセミナーやセンター合宿の内容を検 　期待したい

・夏期休業中サマーセミナー(１・2年)と 　討してより効果の高い手法を研究し、来年

　センター合宿(3年)の充実 　度の合宿に備える

・国家・地方公務員試験対策指導の充 ・ 進路の日をより具体化して、１年は職業調

　実 　べ、２年生は進路目標設定に役立つ企画

・高大連携の推進 　を立案して実施した

・図書館の環境整備 ・生徒および保護者へ校内環境 ・図書館利用者数が増えている ・図書館で調べ学習が行えるよ ・芸術鑑賞会は、他校にない経験ができ

・美化意識を高める指導   への満足度をアンケートで確認 ・校内の清掃等から美化意識を高める指導 　うに整備を行う 　ていると思う。今後も生徒へ一流のもの

・一流、本物に触れさせる機会 　をホームルーム単位から行っている ・校内の美化意識を高める指導 　を触れさせて欲しい

　文楽鑑賞教室(希望者) ・芸術鑑賞会は「音楽」で、原田幸一郎氏 　を行う ・図書館の環境整備は、生徒のニーズに

　茶道体験教室(第３学年全員) 　指揮のもとIMAチェンバーアンサンブルを ・一流の物に触れさせ感性を磨く 　合ったものにすることで更なる利用向上

　歌舞伎鑑賞教室(第３学年全員) 　お招きして一流の演奏者の奏でる弦楽合 　機会を設ける 　につながると考える

　芸術鑑賞会(全校生徒) 　奏を鑑賞した 　(来年度は演劇)

・情操教育としてヒロ・ヤマガタの版画 ・情操教育の一環として行った版画や色紙

　を校内に展示   の掲示をしている

・全教員で中学校、塾訪問を実施 ・受験者数は増加したか ・全教員で塾や中学校を訪問し、本校の教 ・中学校や塾の要望を来年度の ・ホームページのリニューアルとリアルタイ

・説明会で本校の教育内容と元気な ・過去年度の入学者の地域   育活動を広めた 　募集に役立てる 　ム化に加え、ネット出願等の相乗効果が

　学校づくりをアピール   や特徴を分析 ・受験者数が昨年度と比較して１４４％増と ・入試システムを点検して、より 　表れたと考える。これからの受験には必

・中学校へ講演会や出前授業の講師を 　なった 　受験者数の増加につながるよ 　要不可欠であり、新聞のチラシについて

　派遣 ・広報活動を積極的に展開して本校の知名 　う改善していく 　も目に入る情報としても有効だと思う

  度を上げた ・引き続きの広報活動と教育方針の継続

・中学校からの講演依頼(模擬授業含む)を 　に期待する

  受け、本校の周知に努めた

・ハラスメントに関する意識を高める ・人権は守られているか ・校長より年度当初にグランドデザインを ・教員個々が更なる資質向上に ・教員の福利厚生の向上は、質の高い人

　　対生徒への人権を尊重する ・研修会は充実しているか 　示した中で、人権を守るよう指示があった 　努める 　材が増えることだと思う

　　対教員への人権を尊重する ・働き方改革として有休の取得を教員に呼 ・生徒への接し方に関する研修 ・先生方は本校の宝だ。健康管理、健康

・職員室を整理整頓し、明るく会話の 　び掛け、５日以上取得させた 　機会を設ける 　康増進に努めて欲しい

　 し易い環境をつくる ・教員自身の健康増進に関する ・定期的に教員・生徒向けにAEDの講習

・新任の採用を順次行う 　研修会を設ける 　会を行って欲しい

・新任研修会の充実 ・年５日と言わずに１０日以上休暇が取得

　できる体制を望む

達成度

令和元年度　学校自己評価システムシート(山口学院　埼玉平成高等学校)

本年度の重点目標

　                    学   　   校    　  自   　   己  　    評    　  価

年      度      目      標 年      度      評      価    (　２月２０日現在)

1
次世代が
求める
人物像

B

2

教育基軸の
パラダイムシ

フトの
成果

B

3

　校訓の「創造」・「自律」・「親切」をよ
り具現化するため、
目指すべき生徒像を
・「熱き心」を持ち
・「品位とけじめ」のある
・「思いやり」のある
生徒と設定し、指導を徹底する

生活指導の
充実

B

4

　生徒個々の進路目標を実現するた
め、補講・補習を一層充実し、
より 高い進路目標を揚げるよう指導す
る

進路指導の
充実

A

7

 教員一人ひとりの適性を活かした
組織づくりを行い、
明るい職場環境を目指す

組織の円滑
な運営

B

5

　学習環境の改善に取り組み、
情操教育を充実させ、校内の教育環
境の充実を目指す

更なる快適
な教育環境

づくり
B

6

　生徒募集活動を活発に展開し、
質の高い生徒の入学を目指す

意欲のある
生徒を募集

A


